
　今年４月に岡山県農林水産総合センター森林研究所内
（勝田郡勝央町植月中）にオープンした林業技術研修
棟。今回は、その林業技術研修棟を活用した研修の内容
等をご紹介します。（詳細はＰ２に記載）
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ⓒ 岡山県マスコット「ももっち」
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林
業
技
術
研
修
棟
を

活
用
し
た
研
修
内
容
等

に
つ
い
て

四
　
市
町
村
等
支
援
研
修

　

新
た
に
森
林
経
営
管
理
制
度
の
担
当

者
に
な
ら
れ
た
市
町
村
職
員
や
地
域
林

政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
に
、
森
林
・
林
業

に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
取
得
し
て
い

た
だ
き
、
森
林
経
営
管
理
制
度
の
推
進

を
図
る
た
め
、
令
和
元
年
度
か
ら
市
町

村
等
支
援
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
は
全
４
日
で
、
森
林
法
令
、
森

林
計
画
制
度
、
森
林
経
営
管
理
制
度
、

林
業
経
営
、
施
業
技
術
、
森
林
ク
ラ
ウ

ド
情
報
の
活
用
等
、
幅
広
い
分
野
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

五
　
ハ
ー
ベ
ス
タ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を

　
　
使
っ
た
操
作
体
験

　

高
校
生
な
ど
の
就
業
希
望
者
や
新
規

就
業
者
に
、
室
内
で
高
性
能
林
業
機
械

の
操
作
を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
、
実

際
の
ハ
ー
ベ
ス
タ
に
搭
載
さ
れ
て
い
る

操
作
レ
バ
ー
を
用
い
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

ー
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
の
機
械
に
は

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
搭
載
さ

れ
て
お
り
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
、
校
外
授
業
や
１
日
林
業

体
験
会
な
ど
で
使
用
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

六
　
最
後
に

　

上
記
以
外
に
も
、
林
業
経
営
者
に
対

す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
や
狩
猟
・
鳥

獣
被
害
対
策
に
関
す
る
研
修
な
ど
が
、

当
施
設
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
林
業
経
営
体
の
社
内
研
修

の
一
環
と
し
て
、
研
修
室
や
研
修
機
材

の
利
用
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
周
知
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
林
政
課　

普
及
指
導
班
）

一
　
は
じ
め
に

　

林
声
５
月
号
（
№
４
７
７
）
で
は
、

本
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
森
林
研
究

所
林
業
技
術
研
修
棟
の
施
設
の
概
要
を

ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
林
業
技

術
研
修
棟
で
の
研
修
内
容
等
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

二
　
伐
採
技
術
向
上
研
修

　

こ
の
研
修
は
、
林
業
経
営
体
の
班
長

な
ど
、
現
場
で
の
指
導
的
立
場
に
あ
る

方
を
対
象
に
、
「
技
術
を
伝
え
る
」
方

法
を
学
び
、
適
正
な
職
場
内
研
修
の
実

施
に
よ
り
、
若
い
技
術
者
の
技
術
向
上
、

労
働
災
害
の
防
止
、
安
全
な
職
場
環
境

の
創
出
を
図
り
、
就
業
者
の
育
成
と
定

着
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

前
期
３
日
間
、
後
期
２
日
間
の
日
程

で
行
わ
れ
、
伐
倒
方
法
な
ど
の
基
礎
的

な
技
術
の
再
確
認
や
、
新
規
就
業
者
な

ど
初
心
者
へ
の
指
導
方
法
の
実
践
な
ど

を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　

当
施
設
で
は
、
室
内
で
繰
り
返
し
伐

倒
作
業
の
練
習
が
で
き
る
伐
倒
練
習
機

を
導
入
し
て
お
り
、
伐
倒
技
術
（
水
平

や
斜
め
切
り
、
受
け
口
・
追
い
口
、
伐

倒
方
向
の
チ
ェ
ッ
ク
）
や
、
指
導
者
役

と
初
心
者
役
に
分
か
れ
て
の
指
導
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
実
習
が
可
能
で

す
。
ま
た
、
林
業
労
働
災
害
伐
木
技
術

教
育
Ｖ
Ｒ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
用
し
、

伐
木
作
業
の
点
数
化
や
労
働
災
害
の
疑

似
体
験
を
行
う
こ
と
で
安
全
作
業
へ
の

意
識
向
上
を
図
り
ま
す
。

三
　
機
械
整
備
技
術
習
得
研
修

　

林
業
現
場
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
高
性
能
林
業
機
械
に
関
し
て
、
現
場

作
業
員
の
方
に
機
械
整
備
や
故
障
時
の

応
急
措
置
等
の
技
術
を
習
得
し
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
、
令
和
２
年
度
か
ら

機
械
整
備
技
術
習
得
研
修
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

実
習
で
は
、
ザ
ウ
ル
ス
ロ
ボ
や
ハ
ー

ベ
ス
タ
等
の
電
気
系
統
及
び
油
圧
の
整

備
等
や
、
保
守
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法
を

中
心
に
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

市町村等支援研修の会場
研修室（小）

トラックタイプハーベスタのシミュレーターを導入

ＶＲシミュレーター体験の様子
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今
回
、
津
山
普
及
指
導
区
か
ら
ご
紹

介
す
る
の
は
、
昨
年
度
に
実
施
さ
れ
た
、

民
間
事
業
体
と
業
界
団
体
に
よ
る
２
つ

の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
以
下

「
Ｃ
Ｆ
」
と
い
う
。
）
の
取
組
み
に
つ

い
て
で
す
。

一　

Ｃ
Ｆ
と
は

　

Ｃ
Ｆ
と
は
、
「
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
」
や
「
世
の
中
の
問
題
解
決
」
と

い
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
案
者
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
、
こ
れ
に
共
感

す
る
不
特
定
多
数
の
支
援
者
か
ら
、
資

金
を
調
達
す
る
手
法
で
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
２
事
例
は
、
レ
プ

タ
イ
ル
株
式
会
社
（
津
山
市
）
が
提
供

す
る
「
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｖ
Ｏ
岡
山
（h

ttp
s://

cam
p

-fire.jp
/faavo

）
」
と
い
う
地
域

型
Ｃ
Ｆ
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

二　

院
庄
林
業
株
式
会
社
に
よ
る

　

「
３
０
０
０
本
の
檜
を
植
え
よ
う
！

　
　

み
ん
な
で
つ
く
る
50
年
後
の
森
」

　

院
庄
林
業
（
株
）
は
国
内
有
数
の
ヒ

ノ
キ
製
材
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

近
年
、
素
材
生
産
（
立
木
買
取
）
事
業

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

日
本
の
人
工
林
を
持
続
可
能
な
資

源
と
し
て
守
る
た
め
に
、
次
世
代
林

育
成
の
普
及
啓
発
を
目
的
に
行
わ
れ

た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
目
標
金

額
１
０
０
万
円
に
対
し
、
２
ヶ
月
で

１
２
０
％
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

支
援
金
は
主
に
、
ヒ
ノ
キ
の
苗
木
購

入
と
植
林
委
託
経
費
及
び
返
礼
品
に
充

て
ら
れ
ま
し
た
。

　

返
礼
品
に
は
、
美
作
ヒ
ノ
キ
の
雑
貨

の
他
、
植
林･

工
場
見
学
体
験
や
、
植
林

地
に
設
置
す
る
支
援
者
名
が
記
載
さ
れ

た
看
板
等
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

三　

木
の
国
美
作
推
進
協
議
会
に
よ
る

「
使
っ
て
守
る
１
０
０
年
の
美
作
桧
循

環
利
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

木
の
国
美
作
推
進
協
議
会
は
、
美
作

地
域
の
素
材
生
産･

製
材･

流
通
事
業
者

な
ど
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
一
般
消
費
者

に
対
し
て
美
作
材
の
各
種
Ｐ
Ｒ
活
動
な

ど
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

　

「
人
工
林
を
伐
っ
て
使
う
こ
と
が
地

球
環
境
保
全
に
繋
が
る
」
こ
と
の
普
及

啓
発
を
目
的
に
行
わ
れ
た
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
目
標
金
額
１
０
０
万
円
に

対
し
、
一
ヶ
月
半
で
１
６
０
％
を
達
成

し
ま
し
た
。

　

支
援
金
は
主
に
、
一
般
消
費
者
が
見

学
や
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
る

「
百
年
の
美
作
桧
の
森
」
の
整
備
や
返

礼
品
に
充
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

返
礼
品
に
は
、
「
百
年
の
美
作
桧
の

森
」
か
ら
選
ぶ
大
黒
柱
（
山
で
の
選

定
・
伐
採
体
験
付
き
）
と
障
害
者
支
援

施
設
で
作
る
桧
の
木
工
品
等
が
設
定
さ

れ
ま
し
た
。
大
黒
柱
の
あ
る
家
を
建
て

て
も
ら
う
こ
と
で
、
こ
れ
を
使
う
地
域

の
大
工
と
そ
の
技
術
も
守
り
続
け
た
い

と
い
う
同
協
議
会
の
想
い
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。

四　

お
わ
り
に

　

そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
者

へ
取
材
し
た
と
こ
ろ
、
Ｃ
Ｆ
実
施
に
お

け
る
苦
労
を
伺
え
ま
し
た
。
ま
ず
、
サ

イ
ト
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
掲
載
す
る
だ

け
で
は
多
く
の
閲
覧
数
を
獲
得
す
る
こ

と
が
出
来
な
い
た
め
、
各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

フ
ル
活
用
す
る
な
ど
、
事
前
の
情
報
発

信
が
重
要
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
ま

た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
紹
介
ペ
ー
ジ
で
は
、

不
特
定
多
数
の
サ
イ
ト
閲
覧
者
に
分
か

り
や
す
く
訴
求
す
る
文
章
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
さ
ら
に
、
返
礼
品
の
準
備
に
は
、

表
に
は
現
れ
な
い
多
く
の
関
係
者
の
労

力
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

環
境
保
全
へ
繋
が
る
林
業
振
興
は
Ｃ

Ｆ
で
共
感
を
得
や
す
い
テ
ー
マ
で
あ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
今
回
紹
介
し
た

２
つ
の
事
例
は
、
担
当
者
の
情
熱
と
関

係
者
の
献
身
的
な
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ

成
功
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
Ｃ
Ｆ
で
は
、
サ
イ
ト
運
営
会

社
へ
の
手
数
料
が
発
生
し
ま
す
が
、
美

作
県
民
局
の
「
美
作
国
Ｃ
Ｆ
普
及
促
進

事
業
（
Ｈ
31
～
Ｒ
２
）
」
を
活
用
し
て
、

そ
の
半
額
が
補
助
さ
れ
ま
し
た
。

（
津
山
普
及
指
導
区　

野
上　

英
孝
）

民
間
事
業
体
等
に
お
け
る

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
活
用
事
例
【
津
山
普
及
指
導
区
】

返礼品の一例
（大黒柱用原木の斧入れ式）

返礼品の一例
（ウッドトーチ）
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　県では、県民の貴重な財産である岡山の森林をより良い姿で次の世代に引き継いでいくため、平成16年
度から「おかやま森づくり県民税」を活用した森林保全事業を実施しています。
　令和３年度は、692,615千円を活用して主に次の事業に取り組むこととしています。

（１）健全な人工林の整備（277,857千円）

　緊急的な間伐等の促進、作業道の整備・補修等、スギ間伐材の搬出促進、林業被害をもたらすシカ
の捕獲対策及び花粉発生源対策等を支援します。

（２）多様な森づくりと快適な森林環境の創出（154,074千円）

　荒廃した里山林の整備、ナラ枯れ被害木の重点的な駆除及び地域の実情や課題に対応した市町村に
よる森林保全の取組を支援します。

（１）力強い担い手の確保・育成（39,564千円）

　新たな林業就業者確保に向けた取組、林業の専門的な知識や技術を有する優れた人材の育成及び安
全装備や労働強度の低減機材等の導入を支援します。

（２）木材の利用促進（175,433千円）

　公共建築物等の設計・木造・木質化等、県産森林認証材を使用した木造住宅の新築・改修、県産材
製品の販路拡大、ＦＭ認証等森林認証の取得促進、東京2020五輪大会選手村ビレッジプラザへの県
産材の活用等を支援します。

（１）県民への情報提供（27,271千円）

　　　　小学生向けの社会科副読本の作成や身近に木と触れあえる空間を創出します。
（２）県民参加による森づくり活動の推進（18,416千円）        

　おかやま森づくりサポートセンターの活動支援や森づくり活動に取り組む企業等への二酸化炭素森
林吸収評価認証書の交付、都市と山村との交流活動の支援、緑化への意識や森林を守り育てていく心
を育む契機として「みどりの大会」等を開催します。

各事業の概要については、林政課ホームページに掲載していますのでご覧ください。
※岡山県林政課ＨＰ「おかやま森づくり県民税」
　ＵＲＬ：https://www.pref.okayama.jp/page/433837.html 　　　　　   （林政課普及指導班）

健全な人工林へ向けての間伐実施

公共建築物の木造化支援

伐倒くん蒸によるナラ枯れ被害防除

木と触れあえる空間の創出

高校生への林業就業体験支援

「みどりの大会」の開催

令和３年度「おかやま森づくり県民税」事業の概要

１　水源の涵
かん

養、県土保全などの森林の持つ公益的機能を高める森づくり

２　森林整備を推進するための担い手の確保・育成と木材の利用促進

３　森林・林業に関する各種情報の提供と森づくり活動の推進

431,931千円

214,997千円

45,687千円
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真
庭
森
林
組
合

　
　

池い
け

田だ　

昌
し
ょ
う

平へ
い

さ
ん
（
28
歳
）

　

今
回
は
、
真
庭
森
林
組
合
の
池
田
昌

平
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
池
田
さ
ん

は
令
和
２
年
３
月
に
本
所
事
業
課
に
技

術
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
現
在
は
落
合

支
所
に
勤
務
す
る
、
将
来
が
期
待
さ
れ

て
い
る
若
手
職
員
で
す
。

一　

経
歴

　

池
田
さ
ん
は
、
真
庭
市
（
旧
八
束

村
）
の
ご
出
身
で
、
同
市
内
の
高
校
を

卒
業
後
、
鳥
取
県
米
子
市
の
職
業
訓
練

校
で
建
築
に
関
す
る
知
識
・
技
術
を
勉

強
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
実
習
で
木

材
に
触
れ
て
い
く
う
ち
に
木
材
や
森
林

に
興
味
を
持
た
れ
ま
し
た
。
卒
業
後
、

真
庭
市
内
の
林
業
と
は
無
縁
の
会
社
に

就
職
さ
れ
ま
し
た
が
、
木
材
や
森
林
へ

の
興
味
を
持
ち
続
け
て
い
た
た
め
、
地

域
情
報
誌
で
見
つ
け
た
真
庭
森
林
組
合

の
職
員
募
集
に
応
募
し
、
就
職
を
決
め

ら
れ
た
そ
う
で
す
。

二　

仕
事
の
内
容

　

採
用
後
に
配
属
さ
れ
た
本
所
で
は
、

事
業
課
業
務
の
補
助
を
主
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
森
林
や
木
材
に
関

す
る
知
識
や
購
買
業
務
、
測
量
に
つ
い

て
学
ば
れ
た
そ
う
で
す
。

　

落
合
支
所
に
配
属
さ
れ
て
か
ら
は
、

現
場
の
施
工
管
理
等
を
任
さ
れ
て
お
り
、

パ
ソ
コ
ン
で
の
デ
ー
タ
入
力
や
伝
票
の

整
理
、
境
界
の
確
認
や
コ
ン
パ
ス
を
用

い
て
の
測
量
及
び
図
面
作
成
を
担
当
し

て
お
ら
れ
ま
す
。

三　

仕
事
へ
の
想
い

　

や
り
が
い
を
感
じ
る
時
に
つ
い
て
伺

う
と
「
間
伐
な
ど
で
作
業
し
た
森
林
が

き
れ
い
に
な
っ
た
状
態
を
見
た
時
」
と

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
仕
事
の

大
変
な
と
こ
ろ
に
つ
い
て
伺
う
と
「
諸

先
輩
方
と
比
べ
業
務
量
も
少
な
く
、
助

け
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
特
に
あ

り
ま
せ
ん
。
早
く
多
く
の
業
務
が
で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。
」
と
謙
虚

な
様
子
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

四　

今
後
の
抱
負

　

今
後
の
抱
負
を
伺
う
と
「
チ
ェ
ン
ソ

ー
や
中
型
ト
ラ
ッ
ク
等
の
資
格
を
取
り
、

業
務
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。
」
「
諸
先

輩
方
の
よ
う
に
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
や
林
業

事
業
体
の
方
々
に
信
頼
さ
れ
、
い
い
関

係
を
築
く
こ
と
の
で
き
る
職
員
に
な
り

た
い
。
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

取
材
の
最
後
に
趣
味
に
つ
い
て
伺
う

と
、
「
読
書
、
ゲ
ー
ム
、
釣
り
で
、
特

に
釣
り
は
、
日
本
海
へ
い
く
こ
と
も
あ

り
、
ア
ジ
、
サ
バ
、
イ
カ
な
ど
を
中
心

に
釣
っ
て
い
る
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

五　

上
司
か
ら
ひ
と
言

　

落
合
支
所
の
松
田
所
長
に
伺
う
と

「
森
林
組
合
に
転
職
し
て
１
年
あ
ま
り

で
す
が
、
真
面
目
に
仕
事
に
取
り
組

み
、
物
覚
え
も
早
い
の
で
、
将
来
が
楽

し
み
で
す
。
ま
だ
、
覚
え
る
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
の
で
頑
張
っ
て
も
ら
い
た

い
。
」
と
笑
顔
で
答
え
ら
れ
ま
し
た
。

六　

終
わ
り
に

　

お
話
を
伺
っ
て
い
る
と
、
池
田
さ
ん

の
誠
実
な
人
柄
に
よ
り
、
上
司
と
も
良

好
な
関
係
が
築
か
れ
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。

　

池
田
さ
ん
の
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待

す
る
と
と
も
に
、
当
普
及
指
導
区
と
し

て
も
、
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

（
林
業
普
及
指
導
員　

神
本　

英
夫
）

ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
で
す
！

真庭森林組合　池田　昌平さん

事務所でパソコンに向かう　池田さん

現場での測量
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【
少
花
粉
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
コ
ン
テ
ナ
苗

の
生
産
技
術
の
確
立
】

　  

花
粉
症
は
国
民
の
４
割
が
罹
患
し
て

い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
県
で
は
花

粉
症
発
生
源
対
策
を
重
点
施
策
に
掲

げ
、
少
花
粉
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
に
よ
る

植
替
え
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
受
け
、
当
研
究
所
で

は
、
所
内
の
少
花
粉
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ

採
種
園
か
ら
実
際
に
生
産
さ
れ
た
種

子
に
つ
い
て
、
こ
の
度
、
新
た
に
導

入
し
た
「
充
実
種
子
選
別
機
」
を
用

い
て
、
よ
り
充
実
し
た
種
子
の
選
別

条
件
を
最
適
化
す
る
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
発
芽
器
の
導
入
に
よ
り
、

種
子
の
発
芽
を
早
め
、
稚
苗
の
成
長

を
促
進
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
育
苗

期
間
の
短
縮
を
図
る
研
究
を
始
め
、

コ
ン
テ
ナ
へ
の
直
接
播
種
や
、
セ
ル

苗
移
植
な

ど
、
現
場

に
お
け
る

育
苗
効
率

の
向
上
を

目
指
し
た

育
苗
方
法

の
研
究
に

も
着
手
し

て
い
ま
す
。

【
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
新
た
な
分
野
で
の

利
用
方
法
の
検
討
】

　　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
板
）
に
つ
い

て
は
、
近
年
、
建
築
分
野
へ
の
利
用

は
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
建
築
分
野

以
外
へ
の
利
用
は
ほ
と
ん
ど
実
績
が

な
く
、
幅
広
い
分
野
へ
の
利
用
拡
大

を
図
る
こ
と
が
更
な
る
県
産
材
の
需

要
拡
大
に
繋
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

当
研
究
所
で
は
、
単
価
の
安
い
小

径
木
か
ら
３
層
３
プ
ラ
イ
の
低
コ
ス

ト
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
製
造
し
、
軟
弱
地
盤
対

策
に
使
用
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た

面
外
曲
げ
強
度
試
験
及
び
グ
ラ
ッ
プ

ル
付
き
バ
ッ
ク
ホ
ウ
（
５
ｔ
ク
ラ

ス
）
に
よ
る
走
行
摩
耗
試
験
を
実
施

し
、
問
題
な
く
使
用
で
き
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
作
業
現
場
で
の
利
用
の

検
討
を
進

め
る
と
と

も
に
、
木

製
残
存
型

枠
等
へ
の

新
た
な
活

用
方
法
に

つ
い
て
も

検
討
を
行

っ
て
い
き

ま
す
。

主
な
試
験
研
究
の
概
要

  充実種子選別機の稼働状況

バックホウによる走行摩耗試験

森林研究所だより （令和３年度の主な研究課題）

　森林研究所では、「林業経営の合理化等に必要な実用的技術に関する試験研究」や「木材の特性を生かし

た新しい加工・利用技術の開発」に取り組んでおり、森林・林業・木材産業関係者から広く意見を募って、

地域の要請に添った試験研究を行っています。

主な試験研究課題

区　　分 分　　野 課　　　題　　　名 年　度

林業研究室

育林育種

　　少花粉スギ・ヒノキコンテナ苗の生産技術の確立 R３～R５

　　早生樹種の選抜・育成に関する研究 R３～R５

高齢級人工林の資源量推定に関する研究 R元～R３

森林保護
シカ被害軽減に向けた防除技術の研究 H29～R３

ナラ類集団枯損についての調査研究 R元～R３

特用林産 樹木デンプンによる菌根性きのこの人工培養 R元～R３

木材加工
研究室

加工技術の
開発・改良

香りを評価指標とするヒノキ材人工乾燥条件の検討 R元～R３

木質材料の開発 ＣＬＴの新たな分野での利用方法の検討 R２～R４

新

新
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一　

は
じ
め
に

　

「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、
育

て
る
」
と
い
う
林
業
の
サ
イ
ク
ル
を
循

環
さ
せ
、
森
林
を
適
正
に
管
理
す
る
た

め
に
は
、
林
業
の
担
い
手
の
確
保
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
で
は
林
業
就

業
者
の
状
況
も
把
握
し
な
が
ら
新
規
就

業
者
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
県
内
の
主
な
林
業
経
営
体

の
就
業
状
況
と
新
た
な
施
策
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

二　

県
内
林
業
経
営
体
の
就
業
者
の
推
移

　

県
内
の
認
定
事
業
体
を
対
象
と
し
て

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
林
業
就
業
者
数
は
、

平
成
20
年
度
に
は
４
６
６
人
、
令
和
元

年
度
で
は
４
４
１
人
と
、
ほ
ぼ
横
這
い

で
推
移
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
39
歳
以

下
の
方
が
占
め
る
割
合
は
、
平
成
20
年

度
に
は
26
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、
令
和

元
年
度
に
は
32
％
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
就
業
者
の
就
業
理
由
に

つ
い
て
は
、
林
業
に
魅
力
を
感
じ
て
就

業
し
た
方
が
一
番
多
く
、
次
に
友
人
・

知
人
の
勧
め
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
規
就
業
し
た
方
は
、
住
居
の
移
転

を
伴
わ
な
い
地
元
か
ら
の
就
業
の
方
が

多
い
で
す
が
、
Ｉ
タ
ー
ン
（
県
外
か
ら

の
移
住
）
に
よ
り
新
規
就
業
し
た
方
も

全
体
の
７
％
程
度
い
ま
す
。

三　

林
業
就
業
相
談
窓
口
の
開
設

　

林
業
に
魅
力
を
感
じ
て
就
業
す
る
方

が
多
く
い
る
こ
と
か
ら
、
県
で
は
、
そ

う
し
た
方
が
気
軽
に
就
業
相
談
で
き
る

窓
口
と
し
て
、
森
林
研
究
所
（
勝
央

町
）
の
林
業
技
術
研
修
棟
内
に
「
林
業

就
業
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
、
公
益
財

団
法
人
岡
山
県
林
業
振
興
基
金
に
運
営

を
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

林
業
就
業
相
談
窓
口
に
は
、
就
業
相

談
員
を
配
置
し
、
新
規
就
業
希
望
者
や

転
職
希
望
者
等
か
ら
の
就
業
相
談
等
の

対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
就
業
前
に
林
業
体
験
を
希
望

す
る
方
を
対
象
と
し
た
１
日
林
業
体
験

を
企
画
し
て
い
ま
す
。
林
業
体
験
で
は
、

林
業
の
職
場
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う

に
、
森
林
組
合
や
林
業
経
営
体
の
事
務

所
、
現
場
、
木
材
加
工
流
通
施
設
等
の

見
学
を
行
う
と
と
も
に
、
林
業
技
術
研

修
棟
で
の
林
業
に
関
す
る
基
礎
的
な
学

習
や
林
業
機
械
操
作
体
験
を
行
う
予
定

で
す
。

四　

最
後
に

　

朝
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
で
森

林
組
合
が
舞
台
に
な
る
な
ど
、
林
業
に

注
目
が
集
ま
っ
て
お
り
、
林
野
庁
も
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
放
送
内
容
と
リ
ン
ク
し

た
情
報
発
信
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
新
規
就
業
者
の
確
保
の
取

組
み
の
ほ
か
、
優
れ
た
知
識
や
技
術
を

有
し
た
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
国
の

研
修
制
度
で
あ
る
「
緑
の
雇
用
」
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
林
業
経
営
体
が

行
う
職
場
内
研
修
や
安
全
装
備
等
の
導

入
に
よ
る
就
労
環
境
の
改
善
、
専
門
的

な
知
識
・
技
術
を
有
す
る
人
材
の
育
成

の
た
め
の
研
修
等
を
実
施
す
る
な
ど
、

引
き
続
き
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

（
林
政
課　

普
及
指
導
班
） 就業相談窓口の様子

担
い
手
の
確
保
に
向
け
た

取
組
み
に
つ
い
て

● 電話
  （0868）20-1931

● 相談時間
　平日 8：30 ～ 17：00

● 岡山県林業振興基金 HP
　http://www.okmoriren.
   or.jp/kikin

林業就業相談窓口

新規就業者の就業理由
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勝
英
地
域
を
中
心
に
、
現
在
、
産
地
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。
２
年
前
か
ら
は
、

ク
リ
の
生
産
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
今
後
、
ク
リ
生
産
量
の
安

定
確
保
と
と
も
に
、
品
質
向
上
や
、
収

益
性
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
既
存
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
初
版
）

で
は
苗
木
植
栽
か
ら
結
実
ま
で
の
園
地

管
理
が
中
心
で
し
た
が
、
今
回
、
「
選

果
作
業
」
、
「
ク
リ
の
加
工
」
、
「
経
営

指
標
」
等
の
項
目
を
追
加
し
、
こ
の
度
、

栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
改
訂
版
）
を
作
成

し
ま
し
た
。

  

今
後
、
当
該
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
活
用
さ
れ
、

高
品
質
の
ク
リ
が
安
定
的
に
生
産
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
新
規

で
栽
培
を
考
え
て
い
る
方
に
は
、
そ
の

収
益
性
も
含
め
、
是
非
、
読
ん
で
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

四
　
お
わ
り
に
　

　

両
普
及
資
料
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
に
つ

い
て
は
、
当
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（
林
業
研
究
室　

西
山　

嘉
寛
）

一
　
は
じ
め
に

　

森
林
研
究
所
で
は
、
令
和
２
年
度
末

に
終
了
し
た
研
究
課
題
「
少
花
粉
ス
ギ

等
の
生
育
状
況
調
査
」
及
び
「
岡
山
甘

栗
の
栽
培
技
術
の
確
立
」
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
本
年
３
月
、
普

及
資
料
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
を
作
成
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
、
両
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
、
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

二
　
「
少
花
粉
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
コ
ン
テ
ナ

　
苗
生
産
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
初
版
）
」

　

少
花
粉
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
へ
の
植
替
え

を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
低
コ
ス
ト
で

植
栽
で
き
る
コ
ン
テ
ナ
苗
木
の
生
産
増

大
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
作
成
さ
れ
た
他
県
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
も
参
考
に
し
て
、
コ
ン
テ
ナ
の

種
類
や
苗
木
の
規
格
か
ら
、
管
理
の
方

法
な
ど
育
苗
全
般
に
つ
い
て
、
写
真
や
、

研
究
成
果
で
得
ら
れ
た
図
表
票
等
も
記

載
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
今
後
は
、
育
苗
コ
ス
ト
を
下

げ
る
こ
と
が
で
き
る
「
１
年
生
コ
ン
テ

ナ
苗
」
が
主
流
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
生
産
方
法
に
つ
い
て

も
、
試
験
結
果
を
交
え
な
が
ら
解
説
し

て
い
ま
す
。

　

既
に
生
産
を
し
て
い
る
方
や
こ
れ
か

ら
生
産
を
始
め
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
コ

ン
テ
ナ
苗
木
を
植
栽
す
る
方
に
も
読
ん

で
も
ら
い
た
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

三
　
「
岡
山
甘
栗
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
改

　
訂
版
）
」

　
　

当
研
究
所
が
育
成
し
た
、
「
岡
山

一
号
」
、
「
岡
山
三
号
」
を
「
岡
山
甘

栗
」
と
総
称
し
、
平
成
22
年
度
よ
り
、

【
森
林
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

h
ttp

s://w
w

w
.p

re
f.o

ka
ya

m
a

.

jp
/so

sh
iki/2

0
9

/

美
作
市
　

福
嶋
　
広
基  

さ
ん

　

日
本
特
用
林
産
振
興
会
（
会
長　

小

渕
優
子
）
が
主
催
す
る
、
第
34
回
特
用

林
産
功
労
者
と
し
て
、
美
作
市
在
住
の

福
嶋
広
基
様
が
選
ば
れ
、
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
心
か
ら
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

福
嶋
さ
ん
は
、
父
親
が
34
年
前
に
始

め
た
キ
ノ
コ
栽
培
を
引
き
継
ぎ
、
平
成

８
年
に
は
ブ
ナ
シ
メ
ジ
の
栽
培
を
開
始

し
、
県
内
で
も
数
少
な
い
ブ
ナ
シ
メ
ジ

の
生
産
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
販
売
に
つ
い
て
は
、
鮮
度
の

高
い
き
の
こ
を
消
費
者
へ
届
け
る
た
め

地
産
地
消
を
基
本
理
念
と
し
て
、
市
内

の
直
販
所
を
中
心
に
販
売
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

例
年
な
ら
、
東
京
都
で
開
催
さ
れ
る

振
興
会
の
総
会
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

す
が
、
本
年
度
は
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
対
策
の
た
め
、
残
念
な
が
ら

表
彰
式
は
中
止
と
な
り
、
県
と
美
作
市

が
自
宅
を
訪
問
し
、
表
彰
状
と
記
念
品

を
手
渡
し
ま
し
た
。

（
林
政
課
普
及
指
導
班
）

特
用
林
産
功
労
者
表
彰

普
及
資
料
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
）

の
ご
紹
介
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　岡山県では過去５年間で約４千５百万円の保険金が

支払われました。

一　

は
じ
め
に

　

森
林
組
合
の
組
織
運
営
等
を
定
め
た

森
林
組
合
法
が
改
正
さ
れ
、
本
年
４
月

１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の

概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

二　

法
律
改
正
の
背
景

　

森
林
組
合
は
「
意
欲
と
能
力
の
あ
る

林
業
経
営
者
」
と
し
て
、
森
林
の
経
営

管
理
の
集
積
・
集
約
と
、
木
材
販
売
等

の
強
化
を
通
じ
て
、
山
元
へ
の
一
層
の

利
益
還
元
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
経
営
基

盤
の
強
化
を
図
る
た
め
の
制
度
の
見
直

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

三　

法
律
改
正
の
概
要

　

ま
ず
「
組
合
間
の
多
様
な
連
携
手
法

の
導
入
」
と
し
て
は
、
販
売
事
業
等
を

他
の
組
合
へ
分
割
し
て
継
承
さ
せ
る

「
吸
収
分
割
」
等
の
手
法
が
創
設
さ
れ
、

双
方
の
組
合
が
強
み
と
す
る
事
業
に
専

念
で
き
る
体
制
整
備
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

　

次
に
「
正
組
合
員
資
格
の
拡
大
」
と

し
て
は
、
正
組
合
員
資
格
を
有
す
る
後

継
者
の
範
囲
が
推
定
相
続
人
に
ま
で
拡

大
さ
れ
、
上
限
人
数
が
撤
廃
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
「
事
業
の
執
行
体
制
の
強

化
」
と
し
て
は
、
組
合
の
理
事
に
つ
い

て
、
販
売
事
業
等
に
関
し
て
実
践
的
な

能
力
を
有
す
る
者
の
配
置
が
義
務
化
さ

れ
た
ほ
か
、
年
齢
や
性
別
の
偏
り
が
生

じ
な
い
よ
う
配
慮
す
べ
き
旨
が
追
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
組
合
員
へ
の
利
益
還
元
の
た

め
、
林
業
所
得
の
増
大
に
最
大
限
配
慮

す
る
こ
と
も
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

四　

終
わ
り
に

　

組
合
指
導
課
と
し
て
は
、
こ
の
た
び

の
法
律
改
正
を
通
じ
て
、
森
林
組
合
の

経
営
基
盤
が
一
層
強
化
さ
れ
る
よ
う
助

言
・
指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

（
組
合
指
導
課　

組
合
指
導
班
）

森林組合の経営基盤の強化に向けた課題と対応方向

背 景 課 題 対応方向

人工林の本格的な利用期

の到来

森林組合に対する「意欲と

能力のある林業経営者」と

しての期待が増大

森林組合の経営基盤の強

化に向け、組織運営に係

る制度見直しが必要

○ 販売規模の一層の拡大

○ 後継者世代や女性の

参画に遅れ

・合併等を背景に、１組合当た

りの生産量は増大

・一方で、販売規模等が小さい

組合も依然として相当数存在

・組合員・理事の年齢・性別に

偏り

・森林所有者の指定により正組

合員になれるのは、同一世帯

内で１名のみ

○ 理事会運営の活性化

１ 組合間の多様な連携手

法の導入

２ 正組合員資格の拡大

３ 事業の執行体制の強化

近年の様々な制度改正

・森林経営管理制度の創設

・国有林野管理経営法の改正

・森林環境譲与税・森林環境税

の創設

・販売部門の重要性の増大に

対応し、能力のある理事の確

保・育成が必要

・林業従事者を含む山元への

一層の利益還元が必要

・合併に加え、事業ごとの連携強化

が可能となるよう、事業譲渡、吸

収分割、新設分割の手法を用意

・森林所有者の指定により正組合

員となる場合について、

・要件を「同一世帯内」から「推定

相続人」に見直すとともに、

・人数制限を撤廃

・販売事業等又は法人の経営に関

し実践的な能力を有する理事を一

名以上配置することを義務付け

・理事の年齢・性別への配慮

・林業所得の増大への配慮

　

森
林
組
合
法
の

　
　
　

改
正
に
つ
い
て
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技能講習会の開催（８月～10月）

名　　　称 会場 日　　　程 申込・問合せ先

伐木（特別教育）

岡山 ９月６,７日 （実技）
津山９月13日
津山10月14日

林業・木材製造業労働災害防止協会
岡山県支部

（事務局：（公財）岡山県林業振興基金内）
TEL（086）225-9382（7/21迄）
TEL（086）236-7077（7/27以降）

津山 10月12,13日

刈払（安全衛生教育） 津山 ８月６日

小型移動式クレーン運転 岡山 ９月９,10日

一般社団法人　
岡山県労働基準協会
TEL（086）225-3571

玉掛け

岡山
９月２,３日、９月４,５日
10月７,８日

玉野 10月18,19日

笠岡 ９月21,22日

新見 10月21,22日

津山 10月４,５日

フォークリフト運転

岡山
８月12日、８月28日
９月８日
10月６日、10月23日

和気 ９月７日

笠岡 ９月16日

津山 10月12日

※詳細は申込先にお問い合わせください。

〔林地除草剤〕ザイトロンフレノック微粒剤・ザイトロン微粒剤・フレノック粒剤・ケイピンエース

〔野生獣類忌避剤〕ランテクター水和剤・コニファー水和剤

〔幼齢樹保護カバー〕くわんたいⅡ　　　〔樹皮食い防止〕バークガード・美樹巻夫

〔樹幹注入剤〕マッケンジー・マツガード・他　〔野生草食獣侵入防止〕防獣ネット・他

—  安全・人と自然・調和   —
美林を育てる

造林木を野生動物の食害から守る

販売：日植アグリ株式会社　　　　　販売元：大同商事（株）大阪営業所

        TEL.086-292-5525                       TEL.06-6384-1288

お問い合わせ申込みは県森連・森林組合へ
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●木　材（６月29日）

樹種 長さ 径　級 直材 小曲り 樹種 長さ 径　級 直材 小曲り

杉

３ｍ

１４～１６ 14 －

桧

３ｍ

１４～１６ 53 30

１８～２０ 14 － １８～２０ 51 30

２２～２８ 14 － ２２上 29 26

４ｍ
１８～２２ 12 10

４ｍ

１４～１８ 39 38

２４～２８ 12 10.5 ２０～２２ 39 38

６ｍ １６～１８ － 13 ２４～２８ 39 38

６ｍ
１６ 25 －

１８～２０ 35 30

　・出荷材積　　　　　　　　　　　約2,100m3

（共販所より概況）

　杉概況

　３ｍ、４ｍともに横這いで推移
　

　桧概況

　桧材は何十年かぶりの高値。
　しばらくは好調を維持していくと思われる。

　【3m】
　柱　材　横這い
　中目材　横這い

　【4m】
　中目材　横這い
　元　木　横這い

　【3m】
　柱　材　強い
　中目材　強い
　元　木　横這い

　【4m】
　柱　材　強い
　中目材　強い
　元　木　横這い

資料：岡山県森連勝山木材共販所市況速報、価格は中値

●製　材（６月）

樹　　種 寸　　　法 等級 区分 安　値　～　高　値（円 /m3） 備　考

ス　　　ギ
正角３m　10.5cm角 特 等 Ｋ 75,000 ～

正角３m　12cm角 特 等 Ｋ 75,000 ～ 

ヒ　ノ　キ

正角３m　10.5cm角 特 等 Ｋ 95,000 ～

正角３m　12cm角 特 等 Ｋ 90,000 ～

正角４m　10.5cm角 特 等 Ｋ 95,000 ～

正角４m　12cm角 特 等 Ｋ 95,000 ～

マ　　　ツ
平角４m　10.5～12cm
　　　　　　×15～18cm

一 等 Ｋ 75,000 ～

米　マ　ツ

正角３m、４m　10.5cm角 特 等 Ｇ 76,000 ～

平角３m、４m　10.5
　　　　　　×15～21cm

特 等 Ｇ 75,000 ～

北洋アカマツ タルキ４m　3.8cm角 特 等 Ｋ 100,000 ～

ホワイトウッド 間柱３m　2.7cm×10.5cm 特 等 Ｋ 85,000 ～

注１：価格は、岡山県内の市場の相場を参考とした。
注２：区分のＫとは人工乾燥材、Ｇとは未乾燥材のこと。

単位：千円／ｍ3

林　　産　　物　　市　　況
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緑の募金で進めようＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）

「災害リスクの回避・復旧への⼿助け」 

30年⽣ ヒノキ 1.0ha 3 年加⼊ 保険⾦額約100万円 加⼊保険料︓9,251円 

※標準⾦額の 30％で、保険⾦額と保険料の設定しています。 

（上記条件の標準保険⾦額 約 300万円 加⼊保険料︓27,753円） 

森林経営管理制度に対応した設定もできますのでご相談ください。 

 

 

こんなものも運べるかな︖というご相談も遠慮無くご連絡ください。 

(災害復旧⽤資材も検討。積載量 10kg以内 片道 300m往復約 3分） 

ドローンによる苗木・資材運搬できます 

水害 

Tel.086-222-7671（7/21 迄）

Tel.086-236-6530（7/27 以降）

      岡山県森林組合連合会『森林保険』
７月27日から、新事務所で業務開始します。
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Ｑ
．
所
有
山
林
や
経
営
の
委
託

を
受
け
た
山
林
で
、
既
設
作

業
道
の
有
無
を
簡
単
に
確
認

す
る
方
法
は
あ
り
ま
す
か
？

　
Ａ
． 
岡
山
県
森
林
ク
ラ
ウ
ド
の
「
微
地

形
表
現
図
（
R1
）
Ｈ
30 
LP
」
又
は
「
路

網
図
（
R1
）
Ｈ
30 

LP
」
を
表
示
す
る
と

一
目
瞭
然
で
す
。

〈
①
微
地
形
表
現
図
（
R1
）
Ｈ
30‌

LP
〉

・
地
盤
高
を
も
と
に
地
形
の
情
報
を
表

現
し
た
画
像
で
、
等
高
線
図
で
は
識

別
が
困
難
な
路
網
情
報
を
容
易
に
把

握
で
き
ま
す
。

・
森
林
ク
ラ
ウ
ド
で
表
示
さ
れ
る
微
地

形
表
現
図
は
、
平
成
30
年
度
に
取
得

し
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
作
成
し
た
も

の
で
、
空
中
写
真
等
で
は
立
木
に
隠

れ
て
確
認
で
き
な
い
既
設
路
網
を
写

真
感
覚
で
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

〈
②
路
網
図
（
R1
）
Ｈ
30‌

LP
〉

・
こ
ち
ら
は
①
を
も
と
に
作
成
し
た
シ

ェ
イ
プ
デ
ー
タ
で
、
幅
員
２
．
５
ｍ

以
上
の
路
網
を
、
実
線
（
作
業
道
）

と
点
線
（
そ
の
他
道
路
）
で
表
示
し

て
い
ま
す
。

〈
表
示
方
法
〉

　

森
林
ク
ラ
ウ
ド
で
確
認
し
た
い
山
林

を
表
示
し
、
画
面
右
端
に
表
示
さ
れ
る

「
レ
イ
ヤ
」
の
①
②
の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ

ク
ス
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
る
だ
け
で
す
。

〈
活
用
方
法
等
〉

　

森
林
整
備
の
計
画
を
立
て
る
時
や
、

森
林
作
業
道
を
設
け
る
計
画
段
階
（
踏

査
前
）
等
に
是
非
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
表
示
さ
れ
た
既
設
作
業
道
が
安

全
に
使
用
可
能
か
を
必
ず
現
地
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
岡
山
県
森
林
ク
ラ
ウ
ド
は
、

「
岡
山
県
森
林
ク
ラ
ウ
ド
運
用
管
理
要

領
」
に
基
づ
き
、
利
用
者
等
を
定
め
、

運
営
・
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
林
政
課
森
林
企
画

班
又
は
各
県
民
局
森
林
企
画
課
・
地
域

森
林
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
林
政
課
森
林
企
画
班
）

ぼ
っ
け
ー
木
に
な
る
情
報

〈空中写真〉
林冠に覆われて道が確認できない

〈②路網図〉
路網表示：線の太さなど自由に変更可能

〈①微地形表現図〉
道など勾配の緩い箇所は白く表現される

　

コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
る
と
、
み
ん
な
で

集
ま
っ
て
の
会
議
の
数
が
格
段
に
減
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
代
わ
っ
て
増
え
た
の

が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
。
移
動
時
間
を
省
略
で

き
る
た
め
時
間
を
有
効
に
使
え
た
り
、

マ
ス
ク
を
外
し
た
顔
が
見
え
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
の
一
方
、
画
面
を
見
な
が
ら

話
し
出
す
タ
イ
ミ
ン
グ
が
と
て
も
難
し

い
。
今
ま
で
無
意
識
に
、
隣
に
い
る
相

手
の
呼
吸
の
間
を
計
っ
て
い
た
こ
と
に

気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
（
ア
マ
ビ
エ
）

務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

事
集
後
記

編
◎
会
員
及
び
投
稿
募
集
し
て
い
ま
す
！

　

事
務
局
で
は
、
会
員
の
方
か
ら
森

林
・
林
業
に
関
す
る
質
問
や
疑
問
、
イ

ベ
ン
ト
情
報
な
ど
、
身
近
な
話
題
の
投

稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
会
員
も
募
集
中
で
す
。

詳
し
く
は
、
事
務
局
又
は
県
庁
支
部
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

■
事
務
局

 
 　

７
月
21
日
ま
で

　

岡
山
市
北
区
岡
南
町
２
―
５
―
10

　

☎
（
０
８
６
）
２
２
２
―
７
６
７
１

 
 　

７
月
27
日
以
降

　

岡
山
市
北
区
楢
津
４
９
１
―
１

　

☎
（
０
８
６
）
２
３
６
―
６
５
３
０

■
県
庁
支
部　

　

岡
山
市
北
区
内
山
下
２
―
４
―
６

　

☎
（
０
８
６
）
２
２
６
―
７
４
５
１
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「
大
佐
山
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
」

　

新
見
市
北
東
部
に
位
置
す
る
大
佐
山

（
標
高
９
８
８
㍍
）
中
腹
の
大
日
高
原
に

あ
る
大
佐
山
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
に
昨

年
、
屋
外
調
理
場
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

当
該
施
設
は
、
新
見
市
が
令
和
２
年
度

に
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
整
備

し
、
県
産
ヒ
ノ
キ
材
が
７
．
７
立
方
㍍
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
木
製
テ
ー
ブ

ル
等
も
合
わ
せ
て
整
備
さ
れ
、
研
修
棟
と

し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。　
　

　

当
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト

68
区
画
の
他
に
、
グ
ル
ー
プ
で
宿
泊
で
き

る
大
型
ロ
ッ
ジ
（
宿
泊
定
員
20
人
）
や
、
バ

ス
・
ト
イ
レ
付
き
冷
暖
房
完
備
の
ト
レ
ー

ラ
ー
ハ
ウ
ス
（
宿
泊
定
員
８
人
）
３
棟
も

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

目
の
前
に
は
備
作
山
地
県
立
自
然
公

園
の
大
佐
山
が
一
望
で
き
、
登
山
は
も
ち

ろ
ん
、
様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
楽
し

め
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
一
度
は
訪
れ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
新
見
普
及
指
導
区　

岡
田
和
久
）

森
林
・
林
業
施
設
の
紹
介

林

声

令
和
三
年
七

月
一
日
（
第
四
七
八
号
）

（
隔
月
一
日
発
行
）

編
集　
　

岡
山
県
森
林
組
合
連
合
会
内　

岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会

発
行　
　

岡
山
市
北
区
岡
南
町
二
―
五
―
一
〇

〒700-0866

屋外調理場の全景トレーラーハウス テーブルと椅子

津山支店　/津山市高尾 580-1

岡山事務所 /岡山市北区芳賀 5325

TEL（0868）28-0256

TEL（086）294-1000

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

大
佐
山
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

　

電
話
：
０
８
６
７
―

９
８
―

３
７
１
１
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Ｐ
：h

ttp
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